








要約 1988 年の 1 年間に都立築地産院で出生した 1694 例の内、母親が確認試験で ATLA 抗

体が陽性であったものは 17 例(1.0%)であり、東邦大学医学部大森病院で出生した817 例の

うちでは ATLA 抗体陽性は 2例であった。 

兄姉があるものについては、ATLA抗体の検査を行ったが、哺乳方法の如何に拘わらず何れ

も陰性であった。それ以前に母親が ATLA 抗体陽性であることが分かっていた例を含めても、

母乳哺育を行った 16 例の内 ATLA 抗体が陽性となった児は 1例のみであった。 

ATLA 抗体陽性妊婦から出生した児に対し選択ざれた哺乳方法は、母乳栄養5例、人工栄養

14 例であった。 


